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三
、
開
発
の
現
状

し
か
る
に
戦
後
の
観
光
開
発
ブ
ー
ム

は
こ
の
連
峰
を
も
見
逃
さ
な
か
っ
た
。

各
種
の
保
安
林
は
簡
単
に
解
除
さ
れ
、

東
管
不
動
産
Ｋ
Ｋ
に
よ
る
国
際
ス
キ
ー

場
、
宿
泊
ロ
ッ
ジ
（
三
五
○
人
収
容
）
、

ゴ
ル
フ
場
、
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
遊
園
地

等
々
が
南
斜
面
一
円
に
建
設
さ
れ
、
国

道
五
号
線
か
ら
の
登
山
車
道
も
開
削
さ

れ
た
。
続
い
て
昭
和
四
十
六
年
の
「
ば

ん
だ
い
号
適
難
」
を
契
機
と
し
て
航
空

局
の
航
空
路
監
視
レ
ー
ダ
ー
基
地
（
七

階
建
に
匹
敵
す
る
建
造
物
）
が
昭
和
五

十
二
年
山
頂
に
完
成
。
同
五
十
三
年
に

は
同
じ
く
山
頂
附
近
に
防
衛
庁
無
線
中

継
所
の
建
設
が
は
じ
ま
っ
た
。
青
函
局

も
ま
た
無
線
中
継
所
の
建
設
を
計
画
中

で
あ
る
。
前
記
以
外
に
も
横
津
連
峰
の

山
麓
や
周
辺
の
丘
陵
地
に
は
各
社
の
ゴ

ル
フ
場
、
分
譲
別
荘
地
な
ど
が
数
多
く

乱
立
し
て
い
る
。
私
ど
も
の
最
も
危
険

視
し
て
い
る
の
は
、
こ
れ
ら
開
発
行
為

の
一
つ
一
つ
が
「
横
津
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
」

構
想
を
具
体
化
す
る
布
石
と
な
っ
て
い

く
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
構
想
は
亀
田
半

島
東
部
の
温
泉
地
、
函
館
空
港
な
ど
と

西
部
の
大
沼
方
面
と
を
横
津
連
峰
を
縦

走
し
て
結
ぶ
山
岳
観
光
車
道
で
、
地
元

実
業
界
で
は
早
く
か
ら
取
沙
汰
さ
れ
て

い
た
。
こ
れ
が
具
体
案
と
し
て
表
面
化

し
た
の
は
、
函
館
市
と
隣
接
三
町
の
自

斜面スキー場建設計画略図横津岳北
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一
、
横
津
岳
と
は

渡
島
半
島
を
南
北
に
縦
走
す
る
渡
島

山
脈
か
ら
ほ
ぼ
南
東
に
分
岐
し
て
東
端

の
恵
山
に
終
る
支
脈
が
亀
田
半
島
の
背

稜
を
な
す
亀
田
山
脈
で
あ
る
。
低
い
丘

陵
の
連
続
で
あ
る
が
、
そ
の
西
部
（
分

岐
点
附
近
）
は
僅
か
な
が
ら
千
メ
ー
ト

ル
を
越
す
横
津
岳
（
一
、
一
六
七
メ
ー
ト

ル
）
、
烏
帽
子
岳
（
一
、
○
七
八
メ
ー
ト

ル
）
、
袴
腰
岳
（
一
、
一
○
八
メ
ー
ト
ル
）

な
ど
の
連
ら
な
る
山
岳
地
帯
で
、
山
ふ

と
こ
ろ
も
広
く
深
い
。
そ
の
主
峰
横
津

岳
と
附
近
の
山
々
を
含
め
て
私
ど
も
は

横
津
連
峰
と
呼
称
し
て
い
る
。

こ
の
山
岳
地
帯
は
横
津
岳
を
中
心
に

二
一
、
○
○
○
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
広
大
な
地

域
が
水
源
酒
養
保
安
林
に
、
一
四
、
○
○

○
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
鳥
獣
保
護
区
に
、
そ

し
て
八
二
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
地
が
道
条

例
に
よ
る
自
然
景
観
保
謹
地
区
に
そ
れ

ぞ
れ
指
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の

約
六
○
パ
ー
セ
ン
ト
が
道
有
地
、
約
一

○
パ
ー
セ
ン
ト
が
国
有
地
、
約
三
○
パ

ー
セ
ン
ト
が
私
有
地
と
な
っ
て
い
る
。

ち
な
み
に
、
「
横
津
」
の
名
は
ア
イ
ヌ

四
、
ス
キ
ー
場
計
画
の
概
要

Ｌ
計
画
の
目
的

道
南
地
域
住
民
の
冬
季
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
活
動
の
高
揚
を
図
る
、
道
南
圏

通
年
観
光
確
立
を
通
じ
て
観
光
産
業
の

振
興
を
図
る
、
の
二
点
を
あ
げ
て
い
る

が
要
す
る
に
昨
春
か
ら
東
京
函
館
間
に

就
航
し
た
ジ
ャ
ン
ボ
機
の
冬
季
に
お
け

る
効
率
向
上
と
い
う
自
社
の
利
益
追
求

が
主
体
で
あ
る
。
関
係
自
治
体
を
含
め

た
第
三
セ
ク
タ
ー
方
式
に
よ
り
、
や
が

て
は
ホ
テ
ル
、
ゴ
ル
フ
場
な
ど
の
観
光

治
体
が
構
成
す
る
「
函
館
圏
行
政
連
絡

協
議
会
」
の
委
託
に
よ
り
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
が
策
定
し
た
「
函
館
圏
観
光
開
発

計
画
」
で
あ
る
。
同
計
画
は
甚
し
い
自

然
認
識
の
欠
除
と
高
度
経
済
成
長
に
酔

い
し
れ
た
と
し
か
思
え
な
い
幾
多
の
矛

盾
を
は
ら
ん
で
お
り
、
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ

ク
な
ど
も
あ
っ
て
流
産
と
な
っ
た
が
、

そ
の
中
の
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
構
想
だ
け
は

自
然
認
識
を
欠
い
た
ま
ま
し
ば
し
ば
実

業
界
に
台
頭
し
て
く
る
。
そ
の
よ
う
な

情
勢
の
中
に
持
ち
上
っ
て
き
た
の
が
全

日
空
に
よ
る
横
津
岳
北
斜
面
の
大
規
模

な
ス
キ
ー
場
建
設
計
画
で
あ
る
。

五
、
そ
の
問
題
点

亜
高
山
帯
植
生
の
破
壊
、
土
木
作
業
、

大
型
機
械
の
導
入
等
に
よ
る
林
地
の
破

壊
、
よ
う
や
く
成
功
を
み
た
貧
乏
山
植

林
地
の
破
壊
、
駐
車
場
へ
の
導
入
路
建

設
に
よ
る
農
耕
地
の
破
壊
、
各
宿
泊
施

設
の
雑
排
水
、
終
末
処
理
の
問
題
、
河

億
と
い
う
。

施
設
を
持
っ
た
一
大
レ
ジ
ャ
ー
ラ
ン
ド

を
構
想
し
て
行
政
サ
イ
ド
と
の
交
渉
を

進
め
て
い
る
と
い
う
。

２
予
定
地
と
コ
ー
ス

横
津
岳
北
斜
面
（
大
沼
側
）
の
山
頂

か
ら
山
麓
の
貧
乏
山
（
五
○
一
メ
ー
ト

ル
）
に
い
た
る
四
、
五
○
○
メ
ー
ト
ル
コ
ー

ス
、
一
昨
春
既
に
プ
ロ
ス
キ
ー
ャ
ー
に

よ
る
点
検
を
済
ま
せ
た
と
い
う
。

ａ
主
な
施
設

ゴ
ン
ド
ラ
一
基
、
リ
フ
ト
一
○
基
（
業

務
用
を
含
む
）
、
山
頂
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
（
五

○
人
収
容
）
、
山
腹
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
（
二

○
○
人
収
容
又
中
間
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
（
一

○
○
人
収
容
）
、
起
点
の
ス
キ
ー
セ
ン
タ

ー
（
八
○
○
人
収
容
）
、
駐
車
場
（
一
、

○
○
○
台
収
容
）
そ
の
他
で
、
使
用
面

積
一
九
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
総
予
算
一
二

二
、
そ
の
価
値

横
津
岳
頂
上
附
近
は
第
三
紀
末
の
横

津
岳
上
部
熔
岩
の
形
成
す
る
広
大
な
台

地
で
高
山
草
原
性
の
植
生
に
富
み
、
続

く
九
合
目
附
近
は
ハ
イ
マ
ツ
や
ミ
ネ
ャ

ナ
ギ
、
ミ
ャ
マ
ハ
ン
ノ
キ
な
ど
の
小
群

叢
が
群
島
状
に
散
在
し
、
そ
の
間
に
群

生
す
る
チ
シ
マ
ザ
ク
ラ
の
花
期
は
見
事

で
あ
る
。
尾
根
続
き
の
袴
腰
岳
は
横
津

岳
下
部
熔
岩
に
属
し
て
生
成
も
や
や
古

く
、
頂
上
は
岩
場
で
ハ
イ
マ
ツ
の
間
隙

に
は
ミ
ヤ
マ
キ
ン
バ
イ
、
ミ
ヤ
マ
オ
ダ

マ
キ
、
イ
ワ
ベ
ン
ケ
イ
な
ど
が
み
ら
れ
、

横
津
岳
と
は
異
な
る
植
生
を
呈
し
て
い

る
。
ま
た
、
横
津
か
ら
烏
帽
子
に
か
け

て
の
尾
根
筋
に
は
雲
井
沼
、
前
沼
、
烏

帽
子
沼
な
ど
小
規
模
な
が
ら
特
異
な
湿

原
が
存
在
す
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
本

道
最
南
端
の
興
味
深
い
高
山
植
生
地
帯

で
あ
る
。

そ
れ
に
も
ま
し
て
私
ど
も
の
重
視
し

て
い
る
の
は
山
腹
の
殆
ん
ど
全
域
を

深
々
と
被
っ
て
い
る
落
葉
広
葉
樹
林
の

名
の
「
ユ
ク
・
オ
ッ
」
（
シ
カ
の
狸
れ
る

所
の
意
）
に
由
来
し
た
と
い
わ
れ
て
い

る
が
、
現
在
は
そ
の
生
息
を
み
な
い
。

≧三LE

川
の
汚
れ
と
大
沼
へ
の
影
響
、
等
々
の

懸
念
さ
れ
る
問
題
は
非
常
に
多
い
。
そ

れ
ら
は
総
て
第
一
次
産
業
と
地
元
住
民

の
生
活
を
お
び
や
か
す
も
の
で
あ
る
。

な
お
且
つ
、
横
津
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
構
想

の
具
体
化
に
大
き
く
前
進
し
、
各
種
保

安
林
の
実
効
を
甚
し
く
阻
害
す
る
恐
れ

が
十
分
あ
る
。
そ
の
上
、
地
元
へ
の
経

済
的
メ
リ
ッ
ト
は
無
に
ひ
と
し
く
、
後

始
末
だ
け
を
背
負
い
こ
む
こ
と
に
な
る

こ
と
は
既
に
南
斜
面
の
開
発
で
証
明
済

み
の
こ
と
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず

地
元
自
治
体
は
賛
成
の
意
向
が
強
く
、

ま
た
住
民
に
は
メ
リ
ッ
ト
だ
け
し
か
Ｐ

Ｒ
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

私
ど
も
は
道
林
務
部
、
営
林
局
な
ど

関
係
一
三
機
関
に
保
安
林
解
除
等
の
軽

挙
に
出
な
い
よ
う
要
請
し
反
対
の
意
志

を
示
し
た
が
、
今
後
の
推
移
に
応
じ
て

あ
く
ま
で
も
計
画
の
撤
回
を
求
め
て
行

動
す
る
決
意
で
あ
る
。

保
水
能
力
、
つ
ま
り
水
源
酒
養
保
安
林

と
し
て
の
実
効
で
あ
る
。
函
館
市
は
も
と

よ
り
近
隣
町
村
の
上
水
道
、
簡
易
水
道
、

井
戸
水
を
は
じ
め
、
山
裾
一
帯
の
田
畑
、

植
林
地
を
う
る
お
し
て
い
る
水
の
総
て

が
横
津
連
峰
の
山
ふ
と
こ
ろ
で
酒
養
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
と
に
函
館
市
の

場
合
は
三
方
が
海
で
一
方
の
砂
洲
上
に

発
展
し
た
市
街
地
で
あ
る
だ
け
に
良
質

の
水
に
乏
し
く
、
横
津
連
峰
の
水
源
に

頼
る
以
外
に
道
は
な
い
。
年
間
の
全
市

使
用
量
は
四
千
万
ト
ン
に
達
し
、
年
々

増
加
の
傾
向
に
あ
り
、
現
在
の
三
つ
の

貯
水
池
は
年
間
九
回
の
吐
き
出
し
と
山

か
ら
の
流
入
に
よ
っ
て
辛
じ
て
需
要
を

み
た
し
て
い
る
。
そ
れ
は
横
津
が
豊
か

な
森
林
に
被
わ
れ
て
い
れ
ば
こ
そ
の
こ

と
で
あ
る
。
北
海
道
の
年
間
降
水
愚
は

一
、
二
○
○
ミ
リ
で
、
本
州
の
二
、
○
○

○
ミ
リ
よ
り
か
な
り
少
な
い
。
し
か
も
そ

の
半
分
近
く
が
冬
季
の
積
雪
で
あ
る
。

夏
季
の
降
雨
は
勿
論
、
雪
ど
け
水
の
確

保
に
も
森
林
の
保
水
能
力
が
大
き
く
か

か
わ
っ
て
い
る
。
横
津
連
峰
の
森
林
保

全
の
い
か
ん
は
現
在
お
よ
び
将
来
に
わ

た
っ
て
地
域
住
民
四
○
万
の
死
活
に
か

か
わ
る
問
題
で
あ
る
。

（
南
北
海
道
自
然
保
護
協
会
広
報
部
）

－3－ －2－



村
民
の
総
意
で
は
な
か
つ
庭
道
路
計
画

題問路
ｌ
中
札
内
村
村
民
の
意
識
調
査
報
告
Ｉ

道断横

（
帯
広
畜
産
大
学
自
然
保
護
研
究
会
）

央中高日
日
高
中
央
横
断
道
路
計
画
は
こ
れ
ま
ま
せ
ん
。
私
た
ち
の
運
動
に
と
っ
て
、

で
、
地
元
静
内
町
、
中
札
内
村
両
町
村
”
知
る
こ
と
。
知
ら
せ
る
こ
と
“
の
大
切

の
十
三
年
来
の
悲
願
で
あ
り
、
総
意
で
さ
を
改
め
て
痛
感
し
ま
す
。

あ
る
と
い
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
極
端
な
さ
ら
に
、
調
査
結
果
に
み
る
よ
う
に

こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、
一
人
の
反
対
反
対
者
が
一
五
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
も
い
る

者
も
い
な
い
と
ま
で
言
っ
て
い
た
の
で
こ
と
か
ら
、
こ
の
道
路
計
画
に
つ
い
て
、

す
。
こ
う
し
た
状
況
の
中
で
”
本
当
に
広
範
な
人
々
に
よ
る
、
時
間
を
か
け
た

・
そ
う
な
の
だ
ろ
う
か
？
“
と
い
う
素
朴
論
議
の
必
要
性
を
感
じ
ま
す
。
一
見
あ

な
疑
問
か
ら
、
若
い
会
で
あ
る
帯
広
畜
た
り
ま
え
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
こ
の
種

産
大
学
自
然
保
護
研
究
会
が
、
中
札
内
の
民
主
的
話
し
合
い
は
、
今
日
ま
で
あ

村
の
意
識
調
査
を
行
な
い
、
こ
の
ほ
ど
ま
り
多
く
は
成
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
国

そ
の
結
果
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
定
公
園
予
定
地
と
い
う
、
い
わ
ば
国
民

今
回
の
意
識
調
査
は
、
大
規
模
開
発
の
財
産
で
あ
る
日
高
で
、
道
路
計
画
の

に
対
す
る
住
民
の
生
の
声
を
聞
く
と
い
是
非
を
含
め
十
分
な
論
議
が
な
さ
れ
な

う
点
で
、
さ
ら
に
、
十
勝
圏
に
お
け
る
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

中
札
内
村
の
生
活
、
勤
行
の
実
態
の
一
（
編
集
部
）

日
高
中
央
横
断
道
路
計
画
は
こ
れ
ま

で
、
地
元
静
内
町
、
中
札
内
村
両
町
村

の
十
三
年
来
の
悲
願
で
あ
り
、
総
意
で

あ
る
と
い
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
極
端
な

こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、
一
人
の
反
対

者
も
い
な
い
と
ま
で
言
っ
て
い
た
の
で

す
。
こ
う
し
た
状
況
の
中
で
”
本
当
に

．
そ
う
な
の
だ
ろ
う
か
？
“
と
い
う
素
朴

な
疑
問
か
ら
、
若
い
会
で
あ
る
帯
広
畜

産
大
学
自
然
保
護
研
究
会
が
、
中
札
内

村
の
意
識
調
査
を
行
な
い
、
こ
の
ほ
ど

そ
の
結
果
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
意
識
調
査
は
、
大
規
模
開
発

に
対
す
る
住
民
の
生
の
声
を
聞
く
と
い

う
点
で
、
さ
ら
に
、
十
勝
圏
に
お
け
る

中
札
内
村
の
生
活
、
勤
行
の
実
態
の
一

日高中央横断道路問題－

部
を
知
る
と
い
う
点
で
貴
亜
な
資
料
と

い
え
ま
し
ょ
う
。

こ
れ
ま
で
開
発
は
、
そ
の
実
態
（
計

画
の
詳
細
）
を
知
ら
さ
れ
ず
、
た
だ
一

部
の
開
発
推
進
を
主
張
す
る
者
に
よ
っむ

勺
、
幻

て
押
し
進
め
ら
れ
る
と
い
う
ケ
ー
ス
力

多
か
つ
た
よ
う
で
す
。
こ
う
し
た
意
味

で
、
中
札
内
村
も
そ
の
例
外
で
は
あ
り

▼
調
査
結
果
の
概
要

⑩
の
質
問
に
対
し
て
、
知
っ
て
い
る

は
九
四
パ
ー
セ
ン
ト
で
、
ほ
ぼ
全
体
的

に
知
ら
れ
て
い
る
が
、
計
画
内
容
中
妓

も
基
本
と
な
る
ル
ー
ト
に
つ
い
て
は
全

体
の
四
分
の
一
以
上
は
知
ら
な
い
と
答

え
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
計
画
ル
ー

ト
・
目
的
・
社
会
経
済
効
果
・
自
然
環

境
に
与
え
る
影
響
等
、
多
く
の
村
民
に

理
解
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
。

③
の
必
要
性
に
つ
い
て
は
、
必
要
で

あ
る
と
答
え
た
者
三
一
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
。

否
と
答
え
た
者
一
五
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
と

な
っ
た
。
必
要
で
あ
る
か
否
か
の
断
定

的
な
意
志
表
示
の
他
、
ど
ち
ら
で
も
よ

い
、
な
い
よ
り
あ
っ
た
方
が
良
い
と
す

る
消
極
的
意
見
は
三
三
・
七
パ
ー
セ
ン

ト
に
達
し
た
。
調
査
目
的
で
も
述
べ
た

よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
全
村
民
の
総
意
と

さ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
調
査

結
果
は
断
定
的
意
志
表
示
を
し
た
者
の

地
域
別

全
戸
敬
一
調
査
戸
敬
一
形

う
ち
三
一
千
パ
ー
セ
ン
ト
は
反
対
の
意
志

炎
示
を
し
て
い
る
こ
と
は
注
目
に
値
い

す
る
。さ

ら
に
興
味
深
い
点
は
、
伽
の
項
で

現
状
で
不
便
を
感
じ
て
い
る
者
が
三
二
．

五
パ
ー
セ
ン
ト
。
感
じ
て
い
な
い
と
答

え
た
者
は
六
七
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。

ま
た
、
中
札
内
か
ら
道
央
圏
以
西
に
行

く
回
数
に
し
て
も
、
全
く
行
か
な
い
者

が
三
三
・
九
ハ
ー
セ
ン
ト
。
三
回
未
満
で

は
約
八
○
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
り
、
こ
の

こ
と
か
ら
、
日
常
の
生
活
圏
は
帯
広
市

を
中
心
と
す
る
十
勝
圏
内
に
と
ど
ま
っ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

以
上
の
調
査
結
果
か
ら
判
断
し
て
、

村
民
の
意
識
の
概
括
が
考
察
で
き
た
。

こ
の
調
査
結
果
で
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、

地
方
自
治
体
が
計
画
す
る
開
発
行
為
、

あ
る
い
は
自
治
体
の
開
発
に
対
す
る
期

待
度
は
、
必
ず
し
も
村
民
の
意
志
の
過

半
数
意
志
に
も
と
づ
く
も
の
で
は
な
い

こ
と
が
あ
き
ら
か
で
あ
る
。

私
た
ち
は
、
こ
の
事
実
を
ふ
ま
え
て
、

再
度
調
査
方
法
等
を
整
査
し
、
調
査
を

実
施
す
る
考
え
で
あ
る
。

ー
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一

(1) 日
高
中
央
横
断
道
路
問
題
が
道
内
は

．
ｇ

も
と
よ
り
、
全
国
的
に
そ
の
是
非
が
論

じ
ら
れ
る
中
で
、
私
た
ち
は
本
計
画
に

対
す
る
中
札
内
村
村
民
の
意
識
調
査

（
戸
数
で
全
戸
の
四
一
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
）

を
行
な
っ
た
。

▼
目
的

道
路
の
是
非
に
つ
い
て

中
札
内
村
は
、
こ
れ
ま
で
本
計
画
を

全
村
民
の
総
意
に
よ
る
も
の
と
し
て
、

そ
の
必
要
性
を
叫
び
続
け
て
き
て
い
る

が
、
村
民
は
そ
の
こ
と
を
ど
の
よ
う
に

受
け
と
め
て
い
る
か
。
ま
た
、
道
路
の

必
要
性
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る

の
か
。▼

調
査
方
法

期
間
Ⅱ
一
九
七
九
年
十
一
月
十
七
・

二
十
三
日
。
十
二
月
二
・
九
．

十
六
日
の
計
五
日
間
。

調
査
員
Ⅱ
の
べ
五
十
三
名

調
査
方
法
Ⅱ
戸
別
訪
門
に
よ
る
口
頭
質

問
（
地
域
無
差
別
）

調
査
内
容

山
計
画
を
知
っ
て
い
る
か
。

②
道
路
の
ル
ー
ト
を
知
っ
て
い
る
か
。

③
必
要
性
を
感
じ
て
い
る
か
。

側
現
在
交
通
に
不
便
を
感
じ
て
い
る

【
一

ザ
。
■
ユ 計画を知っているか？

調
査
結
果
報
告

1年に道央以西に行く回数(5)－1

全体

420人
全体 286人

男

198人

97人(回／年） 33.9％a: 0 2.0％

か
。
・
。

⑤
道
央
圏
ｊ
道
南
圏
に
は
年
間
何
回

位
い
く
か
面

⑥
大
樹
・
浦
河
線
を
知
っ
て
い
る
か
。

▼
調
査
結
果

調
査
対
象
数
Ⅱ
四
二
二
人

男
Ⅱ
一
九
八
人
（
四
六
・
九
％
）

女
Ⅱ
二
二
四
人
（
五
三
・
一
％
）

年
令
構
成

一
○
代
Ⅱ
二
六
人
（
八
・
三
％
）

二
○
代
Ⅱ
四
八
人
（
一
五
・
三
％
）

三
○
代
Ⅱ
七
一
人
（
二
二
・
七
影
）

四
○
代
Ⅱ
六
七
人
（
二
一
・
四
％
）

五
○
代
Ⅱ
五
五
人
（
一
七
・
六
％
）

六
○
代
Ⅱ
二
八
人
（
八
・
九
％
）

七
○
代
Ⅱ
一
五
人
（
四
・
八
％
）

八
○
代
Ⅱ
三
人
（
一
・
○
％
）

職
業
別

主
婦
Ⅱ
一
壽
天
（
二
三
％
）

農
業
Ⅱ
全
天
（
三
三
％
）

公
務
員
Ⅱ
吾
天
（
三
三
％
）

会
社
員
Ⅱ
窒
人
（
己
菫
％
）

自
営
業
Ⅱ
二
天
（
八
・
二
％
）

中
高
生
’
一
三
人
（
写
五
％
）

団
体
職
員
Ⅱ
三
天
（
写
つ
％
）

無
職
Ⅱ
三
人
（
吾
一
％
）

b: 1 満

上

″
〃
〃
〃
〃
〃

未
以

12人4.2％

61人c : 2 ％
％
％
％
彩
影
％

３
．
２
３
１
５
８
５

■
●
●
ｑ
●
●
●
●

１
９
６
２
４
３
４

２
１

9.0％

20人女

222人

％ 202人99 191 0
55人d: 3

18人e:4

6人f :5

13人g: 6 知っている

｢－－－1知らない
11人h:10

13人1 :10

－5－ －4､一
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日高中央横断道路問題一日高中央横断道路問題

全
国
の
郁
道
府
県
で
は
初
め
て
、
北

海
道
が
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
条
例
化
し
て

以
来
、
日
高
道
路
は
第
三
号
に
な
り
ま

す
本
来
日
高
中
央
横
断
道
路
計
画

は
公
共
事
業
で
あ
る
た
め
、
条
例
の
対

象
外
と
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
道
路
予

定
地
は
、
近
々
国
定
公
園
に
指
定
さ
れ

る
地
域
に
位
置
す
る
た
め
、
道
は
、
「
ア

セ
ス
メ
ン
ト
条
例
に
準
ず
る
」
と
表
明

し
て
い
ま
し
た
。

一
月
二
十
二
日
。
予
定
よ
り
遅
れ
て
、

よ
う
や
く
私
た
ち
道
民
の
前
に
公
と
な
っ

た
わ
け
で
す
。
報
告
書
は
、
資
料
・
開

発
局
・
北
海
道
と
三
冊
に
ま
と
め
ら
れ
、

北
海
道
の
報
告
書
は
開
発
局
の
資
料

に
よ
り
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

第
一
章
、
地
域
の
概
要
お
よ
び
事
業

の
目
的
（
三
二
ペ
ー
ジ
）

第
二
章
、
環
境
影
響
要
因
と
予
測
・

評
価
の
対
象
項
目
（
一
べ
Ｉ
ジ
）

第
三
章
、
現
状
調
査
（
三
八
ペ
ー
ジ
）

第
四
章
、
環
境
へ
の
影
響
予
測
、
対

策
（
三
八
べ
１
ジ
）

第
五
章
、
評
価
（
一
ペ
ー
ジ
）

（
推
し
、
開
発
局
の
報
告
書
）

ｌ
日
高
山
脈
を
守
る
連
絡
協
議
会
ニ
ュ
ー
ス
か
ら
Ｉ

垂を砲

h

全f

l50j整
合
性
の
な
い
評
価
書

現
状
調
査
と
影
禅
予
測
・
対
策
と
の
間
に
大
き
な
瀧

以
上
の
構
成
に
な
っ
て
い
ま
す
。

多
く
の
問
題
点
の
う
ち
要
点
を
ま
と

め
る
と
、

一
、
社
会
環
境
に
対
す
る
予
測
、
評

価
が
な
い
。

一
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
対
象
区
域
が
極

め
て
小
さ
い
。

一
、
七
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
総
延
長
に

用
す
る
費
用
を
は
じ
め
、
具
体
的

工
法
等
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な

い
。

一
、
現
況
か
ら
評
価
へ
移
行
す
る
過

程
で
整
合
性
に
欠
け
る
部
分
が
多

い
。

一
、
安
全
対
策
等
が
不
鮮
明
で
あ
る
。

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

評
価
書
に
即
し
た
検
討
は
、
現
在
進

行
中
で
す
の
で
、
ま
と
ま
り
し
だ
い
会

報
に
掲
戦
し
ま
す
が
、
評
価
書
の
内
容

は
極
め
て
理
解
し
に
く
い
と
い
え
ま
す
。

抽
象
的
言
葉
が
多
く
、
読
む
者
に
よ
り

具
体
的
に
、
立
体
的
に
伝
わ
ら
な
い
よ

う
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
不
鮮
明
な
点
に
つ
い
て
、

今
後
問
題
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

今剥・ 廻

全体

400メ

喉職員
0人

ア
セ
ス
メ
ン
ト
条
例

運
用
の
問
題
点

日
高
道
路
計
画
は
、
評
価
書
自
体
の

矛
盾
の
他
、
手
続
き
と
し
て
の
運
用
に

も
多
く
の
問
題
を
か
か
え
て
い
ま
す
。

一
つ
に
、
説
明
会
が
静
内
町
、
中
札

内
村
に
限
ら
れ
て
い
る
点
。
二
つ
め
に
、

公
聴
会
が
静
内
町
一
ヶ
所
と
さ
れ
て
い

る
点
。
三
つ
め
に
意
見
書
提
出
が
、
両

町
村
住
民
に
限
定
さ
れ
て
い
る
点
。
さ

ら
に
、
環
境
影
響
審
議
会
の
位
置
付
け
、

取
り
扱
い
方
等
が
不
明
で
あ
る
こ
と
な

ど
で
す
。

日
高
中
央
横
断
道
路
は
、
国
民
共
有

の
財
産
で
あ
る
国
定
公
園
予
定
地
で
あ

り
、
計
画
自
体
、
巨
額
の
税
金
に
よ
り

ま
か
な
わ
れ
、
さ
ら
に
、
道
路
の
も
つ

性
格
上
、
公
共
物
で
す
。
こ
れ
ら
の
点

か
ら
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
条
例
運
用
に
あ

た
っ
て
は
、
民
主
的
に
、
少
な
く
と
も

広
く
住
民
の
声
を
道
政
に
反
映
さ
せ
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

な
い
と
考
え
ま
す
。

一.斑廷
“、、

唖を『

|､

全体 325兜

17人

全体

363人

燕
’
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「

用

本
年
十
月
完
成
予
定
の
国
道
三
三
四
号
線

（
通
称
知
床
横
断
道
路
）
は
、
知
床
国
立
公

園
内
に
お
い
て
も
自
然
環
境
の
勝
れ
た
地
域

で
あ
り
ま
す
。

知
床
半
島
の
価
値
は
、
人
為
的
生
活
環
境

か
ら
隔
離
さ
れ
た
「
原
始
性
」
に
つ
き
る
と

い
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
乱
開
発
に
よ
っ
て

失
な
わ
れ
た
わ
が
国
の
自
然
の
中
に
あ
っ
て
、

極
め
て
数
少
な
い
賞
重
な
財
産
で
あ
る
と
い

え
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
知
床
の
自
然
も
、
横
断
道
路

建
設
自
体
が
大
規
模
な
自
然
破
壊
を
招
く
こ

と
が
あ
き
Ｐ
か
で
あ
り
、
現
状
に
お
い
て
は
、

こ
れ
以
上
の
自
然
破
壊
を
防
ぐ
こ
と
が
急
務

の
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
き
わ
め
て

適
憾
な
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
自
然
公
剛
が
、
こ
れ
ま
で
の
保

健
休
従
・
観
光
的
利
用
の
亜
視
か
ら
、
原
生

環
境
（
自
然
環
境
）
な
ど
の
保
謹
を
亜
視
す

る
新
し
い
概
念
が
確
立
さ
れ
つ
つ
あ
る
今
日
、

知
床
国
立
公
閲
の
安
易
な
観
光
的
利
用
は
極

北
自
連
七
九
’
一
三

一
九
八
○
・
一
・
二
三

洲
鯉
Ⅷ
州
賑
殿

北
海
道
自
然
保
護
団
体
連
合

代
表
四
十
万
谷
吉

材
・
農
・
畜
産
物
の
円
滑
な
流
通
を
あ
げ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
さ
ら
に
具
体
的
に
以

下
の
点
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

ａ
本
路
線
が
、
静
内
町
・
中
札
内
村
を

含
む
日
高
・
十
勝
両
圏
域
に
与
え
る
産

業
効
果
に
つ
い
て
。

ｂ
両
町
村
の
個
別
産
業
の
詳
細
に
つ
い

て
、
特
に
静
内
町
に
お
け
る
木
材
製
品

製
造
業
、
中
札
内
村
の
農
・
畜
産
業
の

現
況
、
さ
ら
に
、
将
来
の
本
路
線
へ
の

依
存
状
況
の
推
測
。

ｃ
日
高
山
脈
一
帯
の
既
存
交
通
経
路
の

産
業
使
用
状
況
と
本
路
線
・
浦
河
ｌ
大

樹
線
の
完
成
後
と
の
関
係
に
つ
い
て
。

二
、
本
報
告
書
内
に
お
け
る
計
画
交
通
鼠
の

推
測
手
法
の
説
明
及
び
本
路
線
と
他
路
線

（
二
七
四
号
線
、
浦
河
ｌ
大
樹
線
、
国
道

二
三
六
号
線
）
と
の
比
較
交
通
鉦
に
つ
い

て
。

三
、
環
境
影
響
評
価
対
象
区
間
選
定
の
根
拠

に
つ
い
て
。

本
道
路
計
画
路
線
は
近
い
将
来
に
国
定

公
園
指
定
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
い

ま
だ
に
公
園
区
域
は
公
表
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
こ
う
し
た
状
況
の
中
で
二
八
・
八
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
を
対
象
と
し
た
根
拠
に
つ
い
て
。

四
、
新
規
開
削
部
分
及
び
改
良
部
分
を
合
わ

せ
た
総
予
算
・
具
体
的
路
線
に
つ
い
て
明

示
さ
れ
た
い
。

五
、
自
然
環
境
に
つ
い
て
以
下
の
点
を
明
ら

か
に
さ
れ
た
い
。

ａ
崩
壊
危
険
地
予
測
及
び
立
地
利
用
可

能
度
を
見
る
と
崩
壊
発
生
率
八
五
パ
ー

セ
ン
ト
以
上
、
同
一
五
～
八
五
パ
ー
セ

国
道
三
三
四
号
線
に
係
る
要
望
書

郎

力
さ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
現
在
、
同
線
完
成
に
よ
せ

る
関
係
自
治
体
、
関
係
団
体
の
期
待
は
知
床

横
断
道
路
の
観
光
的
利
用
に
よ
せ
ら
れ
、
駐

車
場
を
始
め
と
す
る
付
帯
施
設
等
が
、
観
光

的
利
便
を
亜
視
す
る
方
向
で
計
画
さ
れ
つ
つ

あ
る
こ
と
は
、
き
わ
め
て
残
念
な
こ
と
で
あ

り
ま
す
。

北
海
道
自
然
保
謹
団
体
連
合
は
、
地
元
の

「
斜
里
町
背
い
海
と
緑
を
守
る
会
』
の
要
望

も
あ
り
、
同
線
に
付
帯
す
る
諸
施
設
が
、
同

線
本
来
の
建
設
目
的
で
あ
る
。
生
活
関
連
道

路
と
自
然
保
護
の
趣
旨
に
そ
っ
て
無
施
設
地

区
と
す
る
よ
う
要
望
し
ま
す
。

北
自
迎
七
九
’
一
四

一
九
八
○
・
一
・
二
四

北
海
道
知
事
殿

日
高
山
脈
を
守
る
連
絡
協
議
会

北
海
道
自
然
保
護
団
体
連
合

代
表
四
十
万
谷
吉
郎

尚
こ
の
文
瞥
は
斜
里
町
長
、
羅
臼
町
長
宛

に
出
し
ま
し
た
。

北
海
道
開
発
庁
が
帥
画
し
、
処
没
し
よ
う

と
し
て
い
る
開
発
道
路
静
内
ｉ
中
札
内
線
に

ン
卜
、
あ
る
い
は
利
用
困
難
地
が
目
立

つ
が
、
こ
れ
ら
地
域
を
通
過
す
る
さ
い

の
安
全
対
策
、
具
体
的
道
路
機
造
に
つ

い
て
。

ｂ
道
路
立
地
選
定
の
根
拠
に
つ
い
て
。

ｃ
雪
崩
対
策
を
具
体
的
に
明
示
さ
れ
た

い
、
特
に
積
雪
趾
、
雪
崩
の
現
況
を
過

少
評
価
し
て
い
る
と
考
え
る
が
、
い
か

が
か
。

ｄ
自
然
景
観
に
つ
い
て
、
山
岳
景
観
へ

の
影
智
を
主
要
眺
望
点
か
ら
評
価
し
て

い
る
が
、
路
線
上
か
ら
見
る
景
観
の
方

が
、
よ
り
重
要
な
要
素
と
な
る
為
、
こ

の
評
価
に
つ
い
て
明
示
さ
れ
た
い
。

ｅ
ト
ン
ネ
ル
内
に
お
け
る
大
気
汚
染
（
排

ガ
ス
対
策
）
に
つ
い
て
評
価
さ
れ
て
い

な
い
が
、
本
計
画
は
長
大
ト
ン
ネ
ル
を

と
も
な
う
こ
と
か
ら
、
大
気
・
騒
音
に

つ
い
て
評
価
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
。
評
価
し
な
か
っ
た
根
拠
に
つ
い
て

明
示
さ
れ
た
い
。

ｆ
道
路
開
削
・
工
事
に
伴
う
作
業
道
に

つ
い
て
、
本
工
事
規
模
か
ら
考
え
る
と

莫
大
な
作
業
道
を
必
要
と
す
る
が
、
そ

れ
に
係
る
影
響
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
、
さ
ら
に
そ
の
対
策
に
つ
い

て
。
、

９
ク
マ
ゲ
ラ
、
エ
ゾ
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
の

生
息
が
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、
営
巣
木

が
路
線
上
に
確
認
さ
れ
た
場
合
の
対
策

に
つ
い
て
明
示
さ
れ
た
い
。

環
境
影
響
評
価
条
例
の
民
主
的

運
用
に
つ
い
て
の
申
し
入
れ

つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
そ
の
開
発
の
是
非
を

め
ぐ
っ
て
多
く
の
論
議
を
よ
ん
で
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

同
線
の
自
然
環
境
に
お
よ
ぼ
す
影
響
に
つ

い
て
は
、
北
海
道
開
発
局
が
作
定
し
た
環
境

影
響
評
価
報
告
愁
溌
公
告
さ
れ
、
こ
れ
が
住

民
判
断
に
つ
い
て
は
、
北
海
道
環
境
影
響
評

価
条
例
を
準
用
し
た
諸
種
の
手
続
行
為
が
行

な
わ
れ
る
こ
と
が
、
置
庁
に
よ
っ
て
明
ら
か

に
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
同
条
例
の
運
用
を
め
ぐ
る

貴
庁
の
態
度
は
、
そ
の
運
用
範
囲
を
極
端
に

制
限
し
、
道
民
の
道
政
へ
の
民
主
的
参
加
の

手
段
を
抑
圧
す
る
意
図
が
明
ら
か
で
あ
り
、

き
わ
め
て
遺
憾
で
あ
る
。

こ
こ
に
同
条
例
の
運
用
に
つ
い
て
、
つ
ぎ

の
よ
う
に
改
善
さ
れ
る
よ
う
申
し
入
れ
す
る
。

川
’
説
明
会
・
公
聴
会
の
開
催
に
つ
い
て

日
高
山
脈
は
、
既
に
環
境
庁
に
お
い
て
国

定
公
園
候
補
地
に
指
定
さ
れ
、
貴
庁
に
お
い

て
も
こ
れ
が
指
定
に
む
け
公
園
計
画
の
策
定

が
急
が
れ
て
い
る
。
ま
た
同
地
域
は
国
有
林

野
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
日
商
山
脈
が
国
民
共
有
の
文

化
的
財
産
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
国
民
的
文
化
財
産
で
あ
り
、

わ
が
国
に
残
さ
れ
た
唯
一
の
原
生
自
然
地
域

の
環
境
に
著
る
し
い
影
縛
を
お
よ
ぼ
す
と
考

え
ら
れ
る
開
発
行
為
に
つ
い
て
は
、
説
明
会

公
聴
会
な
ど
の
対
象
地
域
・
対
象
住
民
を
直

接
利
害
関
係
住
民
に
制
限
す
る
こ
と
な
く
、

よ
り
広
範
に
、
よ
り
民
主
的
に
お
こ
な
う
こ
ゑ

側
意
見
笹
の
取
扱
い
に
つ
い
て

住
民
が
提
出
す
る
意
見
杏
に
つ
い
て
も
川

第
二
回
全
国
住
民
闘
争

連
帯
総
決
起
集
会

一
、
日
時
三
月
十
六
日
（
日
）

午
前
十
一
時
～
午
後
四
時

一
、
会
場
東
京
・
日
比
谷
公
会
堂

一
、
主
催
全
国
住
民
闘
争
連
帯
総
決

起
集
会
実
行
委
員
会

政
府
と
大
企
業
に
よ
る
自
然
破
壊
、

農
地
や
漁
場
の
略
奪
、
健
康
破
壊
に
対

す
る
不
満
の
怒
り
は
全
国
に
満
ち
て
い

ま
す
。
‐

去
年
に
ひ
き
続
き
、
今
年
も
ま
た
住

民
運
動
の
大
同
団
結
を
願
い
、
「
悪
政

を
変
え
る
大
き
な
力
を
つ
く
ろ
う
。
」
と

い
う
こ
と
で
集
会
を
も
ち
ま
す
。

呼
び
か
け
人
・
川
本
輝
夫
・
小
池
信
子

坂
本
九
郎
ｐ
中
川
透
・
山
下
弘
文
他

連
絡
先
・
神
奈
川
県
川
崎
市
幸
区
南
加

瀬
二
六
九
九
、
加
藤
方

電
話
。
○
四
四
’
五
四
一
’
二
○
六
六

・
情
報
公
開
法
制
定
を
‐

求
め
る
準
備
会
発
足

国
民
の
知
る
権
利
を
確
保
す
る
上
で

も
や
住
民
、
市
民
運
動
の
円
滑
な
推
進

を
行
な
う
上
で
も
、
情
報
の
公
開
は
基

本
的
な
要
求
で
す
。
そ
の
た
め
の
世
論

づ
く
り
と
、
国
民
運
動
の
発
足
を
準
備

全
国
の
た
よ
り

１
Ｊ
ｌ
■
■
■
■
■
１
１
ｌ
ｌ
ｌ
ｂ
Ｊ
Ｉ
■

同
様
、
本
開
発
と
日
高
山
脈
の
環
境
保
全
に

関
心
を
も
つ
全
て
の
人
々
を
対
象
と
す
る
こ

●
〃
」
○

ま
た
、
意
見
醤
に
つ
い
て
は
環
境
影
響
評

価
審
議
会
に
付
し
そ
の
検
討
素
材
と
す
る
こ

と
。
知
事
侭
こ
の
意
見
書
を
尊
重
す
る
こ
と
。

側
審
溌
会
に
つ
い
て

環
境
影
響
評
価
審
議
会
は
、
公
的
審
議
会

（
条
例
に
も
と
づ
く
）
と
し
て
、
会
長
の
貿

任
に
お
い
て
執
行
す
る
こ
と
。
ま
た
、
行
政

は
審
議
会
の
自
主
的
調
査
、
審
議
、
判
断
等

に
不
当
に
関
与
し
な
い
こ
と
。

以
上
に
つ
き
申
し
入
れ
す
る
。

北
自
連
七
九
’
一
五

一
九
八
○
・
二
・
二
三
“

北
海
道
知
事
殿

日
高
山
脈
を
守
る
連
絡
協
議
会

北
海
道
自
然
保
護
団
体
連
合

代
表
四
十
万
谷
吉
郎

す
る
た
め
、
去
る
一
月
十
七
日
、
日
本

消
費
者
連
盟
、
自
由
人
権
協
会
な
ど
の

呼
び
か
け
で
、
「
行
政
の
秘
密
を
監
視
し

情
報
公
開
法
を
求
め
る
市
民
運
動
準
備

会
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。
情
報
公
開
に

関
心
を
持
つ
全
国
の
住
民
、
市
民
運
動

団
体
の
参
加
の
も
と
に
、
法
律
制
定
ま

で
ね
ば
り
強
い
運
動
を
展
開
し
て
い
く

予
定
。

連
絡
先
・
東
京
都
目
黒
区
中
目
黒
三
’

一
三
’
二
九
、
日
本
消
費
者
連
盟
内
、

同
準
備
会

電
話
・
○
三
’
七
一
九
’
三
九
二
二

第
十
回
全
国
自
然
保
護
大
会

自
然
の
復
活
は
人
間

の
復
活
で
あ
る
Ｉ
高
知
’

一
、
日
時
五
月
二
十
三
日
（
金
）

午
後
六
時
・
前
夜
祭

五
月
二
十
四
日
（
土
）

午
前
九
時
か
ら
・
二
十
五

日
（
日
）
午
後
四
時
半
ま
で

一
、
場
所
高
知
市
桂
浜

第
十
回
目
の
大
会
は
今
ま
で
以
上
に

「
闘
う
運
動
」
を
鮮
明
に
ｌ
「
も
う
一
つ

の
す
ば
ら
し
い
生
き
方
を
求
め
て
」
を

追
求
し
ま
す
。
詳
細
は
次
回
会
報
に
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

先
に
北
海
道
開
発
局
、
北
海
道
は
一
日
高

中
央
横
断
道
路
計
画
」
に
関
す
る
環
境
影
響

報
告
書
（
評
価
書
）
を
公
告
し
て
お
り
ま
す
○

以
下
報
告
醤
に
つ
い
て
の
質
問
を
ま
と
め

ま
し
た
の
で
、
二
月
末
日
ま
で
に
回
答
を
提

示
い
た
だ
き
た
い
。記

一
、
本
道
路
計
画
の
開
発
目
的
と
し
て
、
木

道
々
静
内
・
中
札
内
線
琿
境
影
響

報
告
書
に
関
す
る
質
問
悪

－8－－9－
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活動日誌

道政記者クラブにて会見

帯広蓄産大学自然保護研究会の「中札

内村村民意識調査結果報告」について

記者会見

日高道路問題について各団体に協力要

請（東京にて，田中）

全国自然保謹連合理事会出席（鳥羽に

て）

日高道路問題で第3回対道交渉。

日高山脈を守る連絡協議会代表委員会

出席

日高道路問題で第4回対道交渉。「道々

静内・中札内線環境影響報告書に関す

る質問書」提出。

11月12日 札幌石山スキー場計画の説明をうける

(国土計画株式会社）

日高中央横断道路計画現地調査報告書

完成（1,000部）

日高道路問題でNHK「北海道7 :30」

に出演

札幌石山スキー場計画について話し合

い◎

定山渓ダムについて石狩川開発建設部

と交渉

日高写真展開催（日高山脈を守る連絡

協議会・十勝自然保護協会）帯広市N

HKギャラリーにて。

1月25日

11月20日

2月7日

8日

2月9日

10日

2月15日

2月17B

11月21日

ll月29日

12月6日

12月ll日
1

17日 2月23日

1980

1月23日

1月24日

｢国道334号線に係る要望書」を発送。

｢環境影響評価条例の民主的運用につ

いての申し入れ」書を提出。

この他，毎週火曜日・金曜日7時より事務局会

識を開いています。

○
ア
セ
ス
メ
ン
ト
法
案
を
め
ぐ
る
情

勢
が
日
々
変
化
し
て
い
る
昨
今
で
す
。

美
濃
部
都
知
事
時
代
、
政
府
環
境
庁
が

足
ぶ
み
し
、
法
定
制
を
み
あ
わ
せ
て
い

た
状
態
か
ら
、
知
事
選
挙
で
保
守
知
事

誕
生
後
、
極
め
て
短
か
な
時
間
で
す
。

知
事
交
代
は
と
り
も
な
お
さ
ず
、
法
案

そ
の
も
の
を
も
骨
抜
き
に
し
、
国
会
に

提
出
さ
れ
よ
う
と
い
う
事
態
を
生
ん
で

い
ま
す
。
こ
こ
に
き
て
初
め
て
、
ア
セ

ス
メ
ン
ト
が
開
発
の
免
罪
符
と
な
る
こ

と
を
明
文
化
し
た
と
い
っ
て
過
言
で
は

な
い
で
し
ょ
う
。

北
海
道
は
都
道
府
県
レ
ベ
ル
で
は
初

め
て
条
例
化
に
踏
み
き
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
道
条
例
と
て
”
ざ
る
法
“
と
称
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
法
制
定
が
実
現
し
た

場
合
、
一
層
私
た
ち
住
民
運
動
に
と
り
、

厳
し
い
状
態
に
な
る
と
言
え
ま
し
ょ
う
。

こ
の
こ
と
が
、
自
然
保
護
、
環
境
保
全

運
動
に
新
た
な
痛
手
に
な
ら
ぬ
こ
と
を

願
う
と
と
も
に
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
開

発
の
免
罪
符
と
し
な
い
運
動
も
強
化
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

○
今
号
で
は
”
原
野
の
昔
ぱ
な
し
〃

を
休
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
次
号

編集

後記

cc葱『;･-I

で
は
、
知
床
の
運
動
の
紹
介
と
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
報
告
・
日
高
道
路
問
題
を
中
心

に
掲
載
す
る
予
定
で
す
。
会
報
等
に
つ

き
、
意
見
・
感
想
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

○
八
○
坂
本
直
行
山
岳
カ
レ
ン
ダ
ー

の
売
上
は
今
年
も
上
々
の
成
果
を
あ
げ

ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
い
さ
さ
か
残
部
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
希
望
の
方
は
事
務
局
ま
で
お
知

ら
せ
下
さ
い
。
こ
の
他
、
日
高
道
路
現

地
調
査
報
告
書
（
五
○
○
円
）
。
日
高
山

脈
ポ
ス
タ
ー
（
四
○
○
円
）
も
販
売
し
て

お
り
ま
す
。
日
高
問
題
の
活
動
資
金
と

な
り
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
北
海
道
は
ま
だ
寒
い
日
が
続
き
ま

す
。
読
者
の
皆
様
、
風
邪
な
ど
め
さ
ぬ

よ
う
お
気
を
つ
け
下
さ
い
。

（
明
子
）

一
九
八
○
年
二
月
二
九
日
発
行

編
集
発
行
北
海
道
自
然
保
護団

体
連
合

事
務
所
札
幌
市
北
区
北
十
一
条
西

一
丁
目
北
海
道
自
然
保

護
セ
ン
タ
ー
内

振
替
口
座
小
樽
四
○
七
一

連
絡
先
（
○
二
）
八
五
一
’
九
一
四
一

内
線
二
六
八
（
代
表
四
十
万
谷
吉
郎
）

（
事
務
局
長
田
中
明
一
志

印
刷
㈱
北
海
道
共
同
印
刷
所


